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産
業
経
済
部
長　
米
国
関
税
措
置

の
影
響
を
受
け
る
事
業
者
の
資
金

繰
り
対
策
と
し
て
、
信
用
保
証
料

を
最
大
で
半
額
補
助
す
る
制
度
融

資
を
新
設
し
ま
し
た
。
米
国
関
税

措
置
の
本
格
的
な
影
響
や
年
末
の

資
金
繰
り
需
要
の
高
ま
り
等
に
よ

り
、
当
初
予
算
の
融
資
枠
5
0
0

億
円
を
8
0
0
億
円
に
拡
大
し
、

中
小
・
小
規
模
事
業
者
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

松
本　
全
国
で
、
大
規
模
な
自
然

災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、
政
府
で

は
、
防
災
体
制
の
強
化
策
と
し
て
、

「
防
災
庁
の
設
置
」
に
つ
い
て
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
予
定
さ
れ
る
防
災
庁
の
地
方

拠
点
に
つ
い
て
、
本
県
は
、
東
京

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
や
自
然

災
害
の
少
な
さ
な
ど
、
設
置
場
所

と
し
て
最
適
だ
と
考
え
ま
す
。
防

災
庁
地
方
拠
点
の
誘
致
に
つ
い
て
、

県
の
考
え
方
お
よ
び
取
り
組
み
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

危
機
管
理
監　
国
で
は
、
防
災
立

国
を
目
指
し
、
そ
の
司
令
塔
と
し

て
令
和
8
年
度
中
に
防
災
庁
を
設

置
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
山
本

県
政
に
お
い
て
は
、
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
№
1
を
掲
げ
て
、
本
県
が
首
都

圏
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
拠
点
に
な
る

べ
く
県
土
の
強
靱
化
や
、
企
業
の

本
社
機
能
の
誘
致
を
進
め
て
来
た

と
こ
ろ
で
す
。
地
方
拠
点
誘
致
の

実
現
に
向
け
て
、
知
事
が
担
当
大

臣
に
要
望
を
行
い
ま
し
た
。
県
内

の
候
補
地
の
基
礎
情
報
を
集
め
て
、

国
が
方
針
を
示
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
本　
地
方
拠
点
の
誘
致
に
よ
っ

て
、
首
都
圏
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機

能
の
向
上
や
、
本
県
の
防
災
減
災

対
策
・
県
民
の
防
災
意
識
の
向
上
、

雇
用
の
創
出
や
関
連
産
業
の
波
及

効
果
も
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

松
本　
防
災
で
重
要
な
の
は
、
地

域
防
災
力
の
向
上
で
す
。
本
県
で

は
、
平
成
28
年
度
か
ら
「
防
災
士

養
成
講
座
」
を
実
施
し
、
防
災
士

を
養
成
、
地
域
防
災
ア
ド
バ
イ
サ

ー
に
登
録
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、

こ
の
講
座
の
申
込
者
が
多
く
、
受

講
で
き
な
い
方
が
い
た
の
で
、
一

般
質
問
で
、
定
員
の
増
加
を
要
望

し
ま
し
た
。
本
年
の
申
し
込
み
状

況
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
と
、
各
地
域
で
の
定
着
が

重
要
だ
と
考
え
ま
す
が
、
取
り
組

み
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

危
機
管
理
監　
県
内
で
、
１
，０

５
０
名
の
方
に
地
域
防
災
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
登
録
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
制
度
開
始
以
来
、
養
成

講
座
の
受
講
者
に
限
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
県
内
に
在
住
・
在
勤
す

る
防
災
士
の
方
に
も
登
録
し
て
頂

け
る
よ
う
に
間
口
を
広
げ
ま
し
た
。

今
年
度
の
講
座
に
つ
い
て
は
定
員

を
増
や
し
、
全
員
が
受
講
で
き
る

見
通
し
で
す
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
で
活
動

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
市
町
村

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
な

ど
、
問
題
意
識
を
持
っ
て
進
め
て

参
り
ま
す
。

松
本　
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人

な
ど
、
災
害
時
に
自
力
で
避
難
が

困
難
な
要
配
慮
者
ご
と
に
、
あ
ら

か
じ
め
避
難
行
動
を
定
め
て
お
く

個
別
避
難
計
画
の
作
成
が
、
令
和

3
年
の
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正

に
よ
り
、
市
町
村
の
努
力
義
務
と

な
り
ま
し
た
。
個
別
避
難
計
画
の

作
成
状
況
と
県
の
市
町
村
に
対
す

る
支
援
策
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

松
本　
知
事
は
、
9
月
補
正
予
算

案
は
、
喫
緊
の
課
題
に
即
応
す
る

「
米
国
関
税
＋
物
価
高
騰
＋
猛
暑   

対
策
予
算
」
と
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
米
国
関
税
に
対
す
る
影
響

を
調
査
す
る
た
め
県
内
企
業
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
。
米
国
関
税
措
置
に
対

す
る
群
馬
県
の
受
け
止
め
と
、
そ

の
対
策
に
つ
い
て
、
お
伺
い
し
ま

す
。

知
事　
本
県
は
、
自
動
車
関
連
産

業
が
多
数
集
積
し
て
お
り
、
関
税

措
置
に
よ
る
影
響
を
受
け
る
地
域

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
県
内
企
業

に
対
す
る
影
響
調
査
に
お
い
て
も
、

今
後
の
影
響
を
懸
念
す
る
声
が
多

福
祉
局
長　
本
県
で
は
、
す
べ
て

の
市
町
村
で
、
計
画
作
成
に
着
手

し
て
い
ま
す
が
、
作
成
率
は
10
・

4
％
と
、
全
国
と
比
較
す
る
と
低

い
状
況
で
す
。
今
年
度
は
、
作
成

率
の
低
い
市
町
村
を
訪
問
し
て
、

防
災
部
門
と
福
祉
部
門
と
の
役
割

分
担
や
、
地
域
に
応
じ
た
資
源
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
、
助
言
を
行

い
、
計
画
作
成
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
計
画
の
実
効
性
を

高
め
て
い
く
事
も
重
要
で
、
避
難

ル
ー
ト
や
支
援
者
の
役
割
、
避
難

先
で
の
行
動
を
確
認
す
る
訓
練
を
、

今
年
度
、
新
た
に
に
実
施
し
ま
す
。

松
本　
本
年
6
月
、
手
話
施
策
推

進
法
が
施
行
さ
れ
、
手
話
の
普
及

等
に
関
わ
る
環
境
の
整
備
等
は
、

国
や
自
治
体
の
責
務
と
明
記
さ
れ

ま
し
た
。
本
県
で
も
よ
り
一
層
の

取
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
取
組
み
状
況

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

福
祉
局
長　
手
話
の
普
及
啓
発
と

し
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
を
継
続
的

に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
新

し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
簡
単
な

手
話
を
紹
介
す
る
シ
ョ
ー
ト
動
画
、

#
Ｓ
Ｈ
Ｕ
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
Ａ
を
作
成

し
配
信
し
て
い
ま
す
。
離
れ
た
場

所
に
い
る
手
話
通
訳
者
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
通
訳
を
行
う
遠
隔
手
話

通
訳
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
効
果
的
な

活
用
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

ま
す
。

松
本　
遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
は
、
一
昨
年
の
一
般
質

問
で
、
導
入
を
提
案
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
既
に
、
東
京
都
や
神
奈

川
県
な
ど
の
自
治
体
で
導
入
が
進

ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
県
庁
の
各

窓
口
や
出
先
機
関
、
県
立
病
院
、

警
察
、
学
校
、
図
書
館
な
ど
に
設

置
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

県
議
会
一
般
質
問

　
9
月
24
日
開
催
さ
れ
た
令
和
7
年
第
3
回
定
例
県
議
会
本
会
議
で
、
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
米
国
関
税
に
対
す
る
本
県
の
受
け
止
め
と
、

そ
の
対
策
と
し
て
の
中
小
企
業
支
援
策
を
取
り
上
げ
、
そ
の
後
、
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
と
し
て
き
た
防
災
対
策
、
さ
ら
に
は
国
で
進
め
て
い
る
防
災
庁
の
地
方

拠
点
誘
致
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
自
転
車
交
通
事
故
対
策
や

横
断
歩
道
の
保
守
管
理
、
手
話
施
策
の
取
組
み
、
山
岳
遭
難
対
策
、
河
川
の

堤
防
整
備
な
ど
、
幅
広
く
、
県
民
の
安
心
・
安
全
た
め
の
施
策
を
取
り
上
げ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
7
年
度
は
、
文
教
警
察
常
任
委
員
会
委
員
長
、
防
災
減
災
治

安
に
関
す
る
特
別
委
員
会
副
委
員
長
に
就
任
し
、
委
員
会
で
の
質
疑
や
現
地

で
の
調
査
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
日
頃
か
ら
の
活
動
と
合
わ
せ

て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

米
国
関
税
措
置
に
つ
い
て

松本もとし群馬県議会議員
文教警察常任委員長

い
の
で
、
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
だ
と
捉

え
て
い
ま
す
。

　

対
策
と
し
て
、
短

期
的
に
は
、
制
度
融

資
枠
を
拡
大
し
ま
す
。

中
長
期
的
に
は
、
新

し
い
販
路
開
拓
・
新

分
野
へ
の
参
入
に
挑

戦
す
る
企
業
や
農
畜

産
物
の
多
角
化
に
取

組
む
生
産
者
の
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

松
本　
米
国
関
税
措

置
の
影
響
を
は
じ
め
、

物
価
高
騰
、
資
材
の

高
騰
、
人
手
不
足
な

ど
、
中
小
・
小
規
模

事
業
者
を
取
り
巻
く

現
状
は
厳
し
く
、
県

内
の
倒
産
件
数
は
、

前
年
に
比
べ
て
増
加

し
て
い
ま
す
。
現
状

を
踏
ま
え
、
中
小
・

小
規
模
事
業
者
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

・中小企業・小規模事業者支援
　について
・防災庁地方拠点の誘致について
・防災について
・手話施策推進法の施行に伴う
　取組について
・山岳遭難の現状と対策について
・自転車の違反に関する法改正の
　施行に向けた取組について
・横断歩道の設置状況及び
　保守管理等について
・高崎神流秩父線矢田工区の
　道路整備と、鏑川池工区の
　河川改修について

令和７年９月24日　県議会一般質問

中
小
企
業
支
援

防
災
庁
地
方
拠
点
の
誘
致

個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て

地
域
防
災
ア
ド
バ
イ
サ
ー

手
話
施
策
へ
の
取
り
組
み



　

旧
沼
田
高
校
と
旧
沼
田
女
子
高

校
が
、
統
合
さ
れ
て
誕
生
し
た
新

沼
田
高
校
が
、
令
和
７
年
４
月
１

日
に
開
校
し
ま
し
た
。「
高
く
理

想
を
掲
げ
、
主
体
的
に
真
理
を
探

求
す
る
精
神
を
養
い
、
多
様
な
視

点
を
持
っ
て
新
た
な
時
代
を
切
り

開
い
て
い
く
為
の
素
養
･
能
力
を

育
成
す
る
」
事
を
教
育
目
標
と
し
、

図
書
館
を
核
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
備
え
た
メ
デ
ィ
ア
ラ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
整
備
を
行
っ
て

い
ま
す
。
視
察
で
は
、
校
長
先
生

を
は
じ
め
と
す
る
教
職
員
の
皆
さ

ん
、
さ
ら
に
は
、
生
徒
の
皆
さ
ん

の
お
話
を
伺
う
と
と
も
に
、
新
し

い
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

折
し
も
、
教
育
委
員
会
で
は
、

社
会
の
変
化
や
生
徒
数
の
減
少
、

生
徒
の
多
様
化
な
ど
高
校
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
の
、
県
立
高
校
の
あ
り
方
に
関

す
る
情
報
交
換
会
を
県
内
各
地
区

で
始
め
て
い
る
所
で
あ
り
、
今
後

の
県
立
高
校
の
あ
り
方
を
考
え
る

上
で
、
有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

政
府
が
主
催
し
た
、「
ぼ
う
さ
い

こ
く
た
い
２
０
２
５
in
新
潟
」
に

参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
産
・

官
・
学
・
民
の
関
係
者
が
、
日
頃

か
ら
行
っ
て
い
る
防
災
活
動
を
発

表
し
、
交
流
す
る
「
日
本
最
大
級

の
防
災
イ
ベ
ン
ト
」
で
す
。

　

数
多
い
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、

「
災
害
大
国
日
本
に
お
け
る
こ
れ

か
ら
の
防
災
〜
防
災
庁
の
果
た
す

べ
き
役
割
に
つ
い
て
〜
」
に
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の

主
催
は
、
内
閣
官
房
防
災
庁
設
置

準
備
室
で
、
冒
頭
、
防
災
室
設
置

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
そ
の
後
、「
防
災
庁
設
置

準
備
ア
ド
バ
イ
サ
ー
会
議
」
の
メ

ン
バ
ー
６
名
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
専
門
家
か
ら
は
、
防
災
D
X
、

防
災
教
育
、
避
難
所
の
課
題
、
災

害
医
療
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
、

防
災
庁
の
役
割
や
期
待
、
産
官
学

連
携
・
情
報
の
共
有
の
重
要
性
、

司
令
塔
機
能
の
強
化
が
語
ら
れ
ま

し
た
。

　

次
に
、「
避
難
所
で
ど
う
伝
え

る
？
I
C
T
と
遠
隔
手
話
通
訳
の

実
践
│
自
治
体
で
で
き
る
、
ろ
う

者
・
避
難
者
へ
の
情
報
提
供　

最

前
線
」
と
い
う
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参

加
。
能
登
半
島
地
震
で
、
実
際
に

活
用
さ
れ
た
遠
隔
手
話
通
訳
の
事

例
紹
介
を
通
し
て
、
地
域
･
自
治

体
・
専
門
家
の
連
携
に
よ
る
「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
防
災
」
を
考

え
る
も
の
で
し
た
。
私
は
、
県
議

会
で
、
遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
、
質
問
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
改
め
て
、
そ
の
重
要
性

を
認
識
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ブ
ー
ス
展
示
で
は
、
防

災
D
X
の
推
進
、
ド
ロ
ー
ン
の
活

用
、
防
災
教
育
、
B
C
P
、
災
害

体
験
V
R
、
避
難
所
、
備
蓄
等
々

を
拝
見
し
、
大
変
有
意
義
な
視
察

と
な
り
ま
し
た
。

　

県
議
会
で
は
、
若
者
の
政
治
へ

の
関
心
を
高
め
る
取
組
み
と
し
て
、

県
議
会
第
3
回
定
例
会
中
の
9
月

24
日
に
「
ぐ
ん
ま
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ

プ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
開
催
し
、

県
内
5
大
学
か
ら
、
21
人
の
学
生

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
生
は
、
本
会
議
で
、
一
般
質

問
を
傍
聴
し
た
後
、
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
各
議
員
と
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
私
も
一
般

質
問
に
登
壇
し
た
後
、
学
生
と
県

政
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
大
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら

は
、
県
政
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
、

県 政 報 告

　

鑑
識
科
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
犯

罪
現
場
か
ら
採
取
さ
れ
た
遺
留
品

な
ど
の
資
料
の
鑑
定
・
検
査
・
実

験
な
ど
を
通
じ
て
、
科
学
的
な
捜

査
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
セ
ン
タ
ー
に
は
直
轄
警
察
犬

の
訓
練
所
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、

犯
罪
捜
査
や
行
方
不
明
者
等
の
捜

索
活
動
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
、
犯
罪
は
複
雑
化
・
多
様
化

し
て
お
り
、
犯
人
の
早
期
検
挙
に

繋
が
る
高
度
な
鑑
定
技
術
の
研
究

･
開
発
な
ど
が
、
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。
視
察
で
は
、

各
鑑
定
や
検
査
を
見
学
し
、
警
察

犬
の
嗅
ぎ
分
け
訓
練
や
指
紋
採
取

を
行
う
（
＝
写
真
）
な
ど
、
科
学

捜
査
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し

た
。

沼
田
高
校 
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拉
致
被
害
者
を
家
族
の
も
と
へ

  
拉
致
被
害
者
の
即
時
一
括
帰
国
を

拉
致
被
害
者
を
家
族
の
も
と
へ

  
拉
致
被
害
者
の
即
時
一
括
帰
国
を

　

令
和
7
年
12
月
6
日
、
群
馬
会

館
（
前
橋
市
）
で
、
政
府
主
催
に

よ
る
「
拉
致
問
題
を
考
え
る
国
民

の
集
い
in
群
馬
」
が
、
開
催
さ
れ
、

私
は
、
北
朝
鮮
拉
致
問
題
解
決
促

進
議
員
連
盟
幹
事
長
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。

　

拉
致
被
害
者
で
あ
る
横
田
め
ぐ

み
さ
ん
の
弟
、
横
田
拓
也 

拉
致

被
害
者
家
族
会
会
長
は
、「
我
が

こ
と
と
し
て
考
え
て
欲
し
い
。
自

由
な
国
で
、
何
で
も
で
き
る
私
達

が
何
も
し
な
い
の
は
罪
深
い
の
で

は
な
い
か
。
親
世
代
で
生
き
残
っ

て
い
る
の
は
、
母
の
早
紀
江
だ
け
。

私
は
絶
対
に
諦
め
な
い
。
空
港
の

タ
ラ
ッ
プ
か
ら
め
ぐ
み
が
降
り
て

き
て
母
と
抱
き
合
う
瞬
間
が
来
る

ま
で
戦
い
続
け
ま
す
。
全
拉
致
被

害
者
を
取
り
戻
す
ま
で
こ
の
問
題

に
向
き
合
っ
て
い
き
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。」
と
訴
え
ま
し
た
。
会

場
か
ら
は
時
折
す
す
り
泣
く
声
が

聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

　

翌
12
月
7
日
に
は
、
高
崎
駅
西

口
に
て
行
わ
れ
た
「
拉
致
被
害
者

救
出
の
た
め
の
署
名
活
動
」
に
参

加
し
、
拉
致
被
害
者
全
員
の
即
時

帰
国
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

北
朝
鮮
拉
致
被
害
者
救
出
活
動

県
議
会
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
っ

た
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

学
生
と
政
治
に
つ
い
て
語
る

ぼ
う
さ
い
こ
く
た
い 

2
0
2
5

松本もとし群馬県議会議員

文
教
警
察
常
任
委
員
会
で
9
月
12
日
、

所
管
す
る
施
設
の
視
察
を
行
い
ま
し
た


